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２．２ 模擬水質試料（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩） 
機関コード  

機関名  

電話番号  

国際的な認証等の取得 

（複数回答可） 

１．ISO  9001～9003  ２．ISO/IEC  17025(ガイド 25)  ３．MLAP 

４．(上記１～３を取得していないが)品質マネジメントシステム(QMS)を構築している 

分析主担当者（前処理） 

 氏名 

 

（          ） 

経験年数（年） （     ）年 

実績（年間の分析試料数） （     ） 

分析主担当者（機器測定） 

 氏名 

 

（          ） 

経験年数（年） （     ）年 

実績（年間の分析試料数） （     ） 

分析（主）担当者以外の分析結果の確認 １．あり             ２．なし 
 
＜分析担当者の経験等＞ 

環境水・地下水・土壌の農薬等 １．分析したことがある       ２．分析したことがない 

水道水の農薬等 １．分析したことがある       ２．分析したことがない 

食品の農薬等 １．分析したことがある       ２．分析したことがない 
 
＜分析結果＞ 

 分析結果（μg/L）注１～４） 

物質名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 
C10-LAS      

C11-LAS      

C12-LAS      

C13-LAS      

C14-LAS      

計  LAS      

Z-スコアの報告書資料

編への記載 注５) 
１．希望する ２．希望しない 

注１）実施要領の希釈方法に従って、共通試料２を水で 1000 倍希釈して調製した分析用試料中の濃度(μg/L)を記入する。 

注２）本調査においては、報告下限値を指定せず、各機関の検出下限値以上のデータを報告値とする。 

注３）検出下限値以上であった場合、JIS Z 8401 によって数値を丸めて有効数字３桁で報告値を記入する。 

注４）検出下限値未満であった場合、ND と記入するとともに、その後ろに検出下限値を括弧()をつけ JIS Z 8401 によって数値を丸めて有効数字

１桁で記入する。 

注５）分析結果を報告した機関が 20 に満たない際は、Z-スコアの報告書資料編への記載を行わない場合がある。 

 

＜分析方法等＞ 

試料受取日  （      ） 

分析開始までの試料保存日数（日） （      ）日 

前処理日数（日） （      ）日 

分析方法 １．固相抽出－高速液体クロマトグラフタンデム質量分析法（LC/MS/MS） 
２．その他（ ） 

使用した水 １．蒸留水   ２．ｲｵﾝ交換水   ３．超純水   ４．その他( ） 

 
＜分析用試料の作製＞ 

希釈に使用した水 １．蒸留水  ２． イオン交換水  ３．超純水    ４．その他（        ） 

希釈方法 １．マイクロシリンジを使って共通試料２を適量の水を入れた容器に直接添加して全量使

用 

２．全量ピペットを使って共通試料２を適量の水を入れた全量フラスコに加えて水でメス

アップ後に全量使用 

３．マイクロシリンジまたは全量ピペット及び全量フラスコを用いて水で適当回数希釈

後、メスシリンダー等で試料容器に分注 

４．その他（                                ） 

共通試料２の分取量 (mL) （      ）mL 

希釈倍率 １．1000 倍   ２．その他（    ）倍 

1000 倍希釈を行わなかった理由 （      ） 
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＜ブランクレベル低減化＞ 

ガラス器具  

LAS 分析用と他物質分析用を分けた 

洗浄に洗剤を使用せず湯で洗浄した 

 

１．はい ２．いいえ 

１．はい ２．いいえ 

実験手袋材質 １．ポリエチレン ２．ニトリル ３．ラテックス ４．その他（      ） 

固相カラム使用前洗浄 

メタノールに一晩浸漬した 

その他の処置を行った  

 

１．はい         ２．いいえ 

１．はい：方法（     ） ２．いいえ 

固相抽出（固相カラム取り付け位置） １．希釈試験液容器→通液用チューブ→固相カラム→シリンジポンプ  

２．希釈試験液容器→通液用チューブ→シリンジポンプ→固相カラム  

３．希釈試験液容器→固相カラム→通液用チューブ→シリンジポンプ 

LC リテンションギャップカラム １．使用した ２．使用しなかった 

使用した溶媒の規格 注） （                        ） 

 注）分かる範囲で記入する 

 

＜測定用試験液の調製＞ 

試料量(mL）(希釈済みのもの)(平均値) （ ）mL 
試料の pH 調節 １．調節する：pH：（ ） ２．調節しない 

添加した塩酸濃度(mol/L) （      ）mol/L 

塩酸添加量（mL） （         ）mL/試料 

抽出方法 １．固相抽出  ２．溶媒抽出  ３．その他（               ） 

固相抽出  固相の形状  

      充填剤の種類 

 

 
 

方法  

平均通液速度(mL/分) 

１．カートリッジ   ２．その他（ ） 
１．スチレンジビニルベンゼン  ２．メタクリレート・スチレンジビニルベンゼン  

３．N 含有メタクリレート・スチレンジビニルベンゼン  

４．オクタデシルシリカゲル   ５．オクチルシリカゲル  

６．その他（                 ） 

１．吸引  ２．加圧   ３．その他（ ） 
（ ）mL/分 

固相の脱水 実施の有無 

      脱水方法 

 

１．実施した      ２．実施しなかった 

２．窒素ガス吹き付け  ２．室内空気吸引        ３．遠心分離の後窒素ガス吹き付け 

４．遠心分離のみ     ５．窒素ガスを通しながらポンプ吸引  

６．その他（        ） 

溶出      溶媒の種類 

溶出量（mL） 

１．アセトン         ２．メタノール        ３．その他（        ） 

（    ）mL 

溶出液の転溶 実施の有無 

       転溶方法 

１．実施した      ２．実施しなかった 

１．濃縮してアセトニトリル・水混液に転溶    ２．その他（              ） 

溶出液の脱水 実施の有無 

       脱水方法 

 

１．実施した      ２．実施しなかった 

１．乾固して再溶解          ２．無水硫酸ナトリウムによる脱水       

３．その他の方法（        ）  

定容量（測定用試験液量）（mL） （ ）mL 
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＜LC／MS／MS＞ 

＜LC＞    メーカー 

 

型式 

１．アジレント  ２．ウォーターズ   ３．島津製作所 ４．サーモフィッシャー 

５．その他（       ） 

（            ） 

試料注入量(μL) （ ）μＬ 

カラム 充てん剤   種類 粒

子径 

内径 (㎜) 

長さ（㎜） 

１．ODS  ２．C8 ３．その他（ ） 
（ ）μm(平均の粒径を記入する) 
１．2.1mm ２．3.0mm  ３．その他（  ）mm 
１．50mm ２．100mm ３．150mm  ４．その他（   ）mm 

移動相 A 液 
 

B 液 

移動相混合条件 

１．ギ酸・ギ酸アンモニウム水溶液 ２．酢酸アンモニウム水溶液  

３．その他（          ） 
１．アセトニトリル   ２．メタノール   ３．その他（   ） 

１．アイソクラティック ２．グラジエント 

流量（mL/分） （ ）mL/分 

カラム槽温度（℃） １．40℃ ２．その他（   ）℃ 

＜ＭＳ／ＭＳ＞ メーカー 

 

型式 

１．Sciex  ２．ウォーターズ ３．アジレント  ４．島津製作所 

５．サーモフィッシャー  ６．その他（             ） 

（              ） 

イオン化方法 １．ESI ネガティブ  ２．その他（ ） 

検出方法 １．SIM   ２．SRM(MRM)  ３．その他（ ） 

 

＜定量用質量数＞ 

物質名 定量用質量数 注） 確認用質量数 注） 

C10-LAS  

C11-LAS 

 C12-LAS 

 C13-LAS 

 C14-LAS 

（         ） 

（         ） 

（         ） 

（         ） 

（         ） 

（         ） 

（         ） 

（         ） 

（         ） 

（         ） 

注）SIM 法またはマスクロマトグラム法で定量した場合は、定量イオン(m/z)、確認イオン(m/z)を、SRM法で定量した場合は、定量トランジション

（プリカーサイオン(m/z)＞プロダクトイオン(m/z)記入する（「163>107」の様に記入する）。定量する場合に 2 種類のイオンまたはトランジシ

ョンのレスポンスの合量を用いた場合は、両イオンの(m/z)又はトランジションを“＋”で記入する（「135＋149」の様に記入する）。確認用ト

ランジションを測定しなかった場合は空欄とする 

 

＜標準原液＞ 

標準原液調製方法 １．入手した標準品を購入、秤量、溶解して標準原液を調製 ２．標準原液を購入 

物質名 メーカー名 注） Lot 番号  

C10-LAS  

 

C11-LAS 

  

C12-LAS 

  

C13-LAS 

  

C14-LAS 

 

１．関東化学  ２．富士フイルム和光純薬 ３．その他（     ） 

４．自作（原体メーカー        ） 

１．関東化学  ２．富士フイルム和光純薬 ３．その他（     ） 

４．自作（原体メーカー        ） 

１．関東化学  ２．富士フイルム和光純薬 ３．その他（     ） 

４．自作（原体メーカー        ） 

１．関東化学  ２．富士フイルム和光純薬 ３．その他（     ） 

４．自作（原体メーカー        ） 

１．関東化学  ２．富士フイルム和光純薬 ３．その他（     ） 

４．自作（原体メーカー        ） 

（       ） 

 

（       ） 

 

（       ） 
 

（       ） 

 

（       ） 

注）製造会社名を選択する（「販売会社ではない」ことに注意する）。 

 

＜検出下限値及び定量下限値＞ 

物質名 装置検出下限値  注) 分析法検出下限値  注) 分析法定量下限値  注) 

C10-LAS（μg/L） （ ）ng （ ）μg/Ｌ （ ）μg/Ｌ 

C11-LAS（μg/L） （ ）ng （ ）μg/Ｌ （ ）μg/Ｌ 

C12-LAS（μg/L） （ ）ng （ ）μg/Ｌ （ ）μg/Ｌ 

C13-LAS（μg/L） （ ）ng （ ）μg/Ｌ （ ）μg/Ｌ 

C14-LAS（μg/L） （ ）ng （ ）μg/Ｌ （ ）μg/Ｌ 

LAS（μg/L） （ ）ng （ ）μg/Ｌ （ ）μg/Ｌ 

注）装置検出下限値は GC/MS への注入量（ng）、分析法検出下限値・分析法定量下限値は試料中の濃度（μg/L）として示す。 

 



34 

分析結果報告書〔８〕4/6 
＜検出下限値及び定量下限値の算出方法＞ 

装置検出下限値算出方法 

注） 
１．S/Nに基づく： 標準液濃度（  ）μg/L、採用したS/N（  ） 

２．標準液の繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法（IDL = t(n–1, 0.05)×σn-1×2、又は3σ

で計算）： 標準液濃度（  ）μg/L、繰り返し回数 （  ）回 

３．装置ブランク試料繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法（3σ法で計算） 

： 繰り返し回数 （  ）回 

４．その他（          ） 
分析法検出下限値算出方法 

注） 
１．S/Nに基づく： 標準液濃度（  ）μg/L、採用したS/N（  ） 

２．標準液の繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法（MDL = t(n–1, 0.05)×σn-1×2、又は3σ

で計算）： 標準液濃度（  ）μg/L、繰り返し回数 （  ）回 

３．装置ブランク試料繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法（3σ法で計算） 

： 繰り返し回数 （  ）回 

４．その他（          ） 

分析法定量下限値算出方法 

注） 
１．水生生物保全環境基準の10分の１として運用 

２．「水質汚濁に係る環境基準」に記載されている定量下限値を引用 

４．10σ法で計算： 標準液濃度（  ）μg/L、繰り返し回数 （  ）回 

５．その他（          ） 

注）ここで σ は特定濃度の対象物質を繰り返し測定し、得られた標準偏差をさす。 

 

＜定量方法＞ 
定量方法 １．絶対検量線法   ２．標準添加法 注１）  ３．内標準法 注２） 

４．サロゲート物質を用いた内標準法 注２） ５．その他（ ） 

内標準物質 使用の有無 １．使用する     ２．使用しない 
種類 １．C8-LAS(オクチルベンゼンスルホン酸)   ２．その他（                   ） 

調製溶媒 １．アセトニトリル ２．メタノール ３．アセトン ４．その他（     ） 

内標準物質濃度(μg/mL) 

添加量(mL)  注３） 

（    ）μg/mL 

（    ）mL/試料 

サロゲート物質 使用の有無 １．使用する     ２．使用しない 
 種類 物質名（     ）  回収率（    ）％ 

調製溶媒 １．アセトニトリル ２．メタノール ３．その他（     ） 

サロゲート物質濃度(μg/mL) 

添加量(mL)  注３） 

（    ）μg/mL 

（    ）mL/試料 
注１）標準添加法は、試料最終検液（抽出試料）にその濃度と同程度～数倍程度相当の標準液を段階的に添加・調製した試料を分析し検量線を作成

し、検量線が横軸と交差する濃度の絶対値を試料濃度とする方法である。 

注２）検量線の縦軸に、内標準法は LAS と内標準物質のレスポンス比を、サロゲート法は、LAS とサロゲート物質のレスポンス比を用いる。 

注３）単位に注意して記入、マイクロシリンジで添加した場合には、mL に換算すること 

 

＜試料の保存＞ 

共通試料保存方法 １.冷蔵    ２．その他（    ） 

希釈試料保存方法 １.冷蔵    ２．その他（    ） 

 

分析実施にあたっての留意した点及び 問

題と感じた点 

 

 

 

 

計算式  

 

添付クロマトグラムのファイル名  

検量線データ （                           ） 

操作ブランクデータ （                           ） 

 共通試料データ （                           ） 

精度管理用データ 注） （                           ） 

 注）下限値の算出、添加回収試験等。実施、添付した場合に記入する。  
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＜検量線‐１＞ 

単位 １．ng  ２．μg/L  ３．その他（       ） 

検量線 

 

C10-LAS C11‐LAS 

対象物質 サロゲート 注２) 対象物質 サロゲート 注２)) 

量または濃

度 注１) 
応答値 

量または濃

度  
応答値 

量または濃

度 注 1) 
応答値 

量または濃

度  
応答値 

検量線標準液 

（1 を最低濃度

とし、番号順

に高濃度とす

る） 

1         

2         

3         

4         

5         

6         

7         

8         

9         

10         

空試験 注３） －    －    

試料 1 回目 注４） －    －    

試料２回目 注４） －    －    

試料３回目 注４） －    －    

試料４回目 注４） －    －    

試料５回目 注４） －    －    
注１)  検量線標準液の濃度を記入する。   

注２）サロゲートを使用しないで内標準物質を使用した場合は、内標準物質の応答値を（）して記入する。どちらも使用しなかった場合は空欄とする。 

注３）標準添加法で定量した場合は記入しない。 

  注４）標準添加法で定量した場合は添加のない試料の値を示す。 

 

＜検量線‐２＞ 

単位 １．ng  ２．μg/L  ３．その他（       ） 

検量線 

 

C12-LAS C13‐LAS 

対象物質 サロゲート 注２) 対象物質 サロゲート 注２)) 

量または濃

度 注１) 
応答値 

量または濃

度 
応答値 

量または濃

度 注 1) 
応答値 

量または濃

度 
応答値 

検量線標準液 

（1 を最低濃度

とし、番号順

に高濃度とす

る） 

1         

2         

3         

4         

5         

6         

7         

8         

9         

10         

空試験 注３） －    －    

試料 1 回目 注４） －    －    

試料２回目 注４） －    －    

試料３回目 注４） －    －    

試料４回目 注４） －    －    

試料５回目 注４） －    －    
注１)  検量線標準液の濃度を記入する。   

注２）サロゲートを使用しないで内標準物質を使用した場合は、内標準物質の応答値を（）して記入する。どちらも使用しなかった場合は空欄とする。 

注３）標準添加法で定量した場合は記入しない。 

  注４）標準添加法で定量した場合は添加のない試料の値を示す。 
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＜検量線‐３＞ 

単位 １．ng  ２．μg/L ３．その他（      ） 

検量線 

 

C14-LAS 

対象物質 サロゲート 注２) 

量または濃

度 注 1) 
応答値 

量または濃

度  
応答値 

検量線標準液 

（1 を最低濃度

とし、番号順に

高濃度とする） 

1     

2     

3     

4     

5     

6     

7     

8     

9     

10     

空試験 注３） －    

試料 1 回目 注４） －    

試料２回目 注４） －    

試料３回目 注４） －    

試料４回目 注４） －    

試料５回目 注４） －    
注１）検量線標準液の濃度を記入する。   

注２）サロゲートを使用しないで内標準物質を使用した場合は、内標準物質の応答値を（）して記入する。どちらも使用しなかった場合は空欄とする。 

注３）標準添加法で定量した場合は記入しない。 

  注４）標準添加法で定量した場合は添加のない試料の値を示す。 

 

 

  


